
梅田地区モデル事業　実施事業企画及び工程表 令和元年6月25日
厚生委員会資料

別添３

ＡＢＣ企画１　高齢者の居場所を拠点とした取組み 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

● ● ●

1-1 居場所の開設
　　地域包括支援センター関原
　　（毎週月・金13:00-15:00)
　　・専門相談を1月1回程度実施

・居場所として定着
　（定期開催、年度を通した予定の確立）
・運営サポーターによる運営の確立
・担当地区内での居場所の確保
　（梅田地域学習センターとの連携）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＡＢＣ企画２　高齢者出張相談窓口の展開 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

● ●
2-1 町会・自治会への出張相談窓口の展開
　　1団体あたり年1回を予定

・出張相談窓口の定期的な開設
・運営サポーターによる運営の確立
・大型商業施設などでの出張相談窓口開設の検討

● ● ● ● ● ● ● ●

ＡＢＣ企画３　認知症の方への取組み 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

3-1 子どもからの認知症サポーター養成
　　小・中学校及び放課後子ども教室

3-2 認知症への理解促進
　　地域住民の劇団による認知症の周知
　　各種イベントの開催

3-3 高齢者声かけ訓練の実施
　　地域劇団の訓練参加

ＡＢＣ企画４　終末期・看取りの支援 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

●
4-1 出前講座の実施
　　葬祭業者及び医療関係者とのコラボによる
　　エンディングノートの活用ＰＲ

・居場所及び出張相談窓口におけるメニュー化 ● ● ●

ＡＢＣ企画５　ＩＣＴを活用した医療と介護の情報共有 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

●
5-1 ＩＣＴツールの活用検討
　　メディカルケアステーションの活用

・試験導入のレポート作成
・他自治体での状況などもあわせて、レポートを
　区内事業者へ情報提供

● ● ● ●

ＡＢＣ企画６　地域のちからの活用による見守りの強化 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱
6-1 「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」の重点実施
　　10地区の町会・自治会に対して重点的に
　　展開

6-2 上記町会・自治会による元気応援ポイント事業の
　運用検討

6-3 介護施設などの高齢者と地域との交流

ＡＢＣ企画７　その他の取組み 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1年後の展開、到達点 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

● ●
7-1 高齢者見守りツールの活用 ・見守りツール利用者の声を集め、助成金の制度と

　合わせて利用促進
●

● ● ●

7-2 栄養相談
　　高齢者の孤食対策
　　出張相談窓口での栄養相談
　　地域栄養士の発掘・ネットワーク化
　　リーフレットの作成

・地域の栄養士と連携した栄養相談の実施
・リーフレットを活用した栄養指導

●

● ● ●
7-3 住宅相談
　　不動産事業者などによる高齢者の住まいに
　　関する相談の実施

・居場所及び出張相談窓口におけるメニュー化 ● ● ●
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梅田地区モデル事業の工程表

● ●

● ● ●●

・対象の全ての町会・自治会が
　「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」を実施
・元気応援ポイントの利用者増
・地域と施設との定期的な交流事業の実施

●

● ●

【モデル事業の実施でめざすもの】
　　「地域包括ケアシステム版 協創プラットフォームの創出」
　　　　　地域包括ケアシステムに関わる地域の資源が、
　　　　　　　　　　　地域課題の解決に向けて集う場（体制）の創出

　　「新たなスキーム（企画）の構築」
　　　　　プラットフォームで地域課題を自ら発見し、
　　　　　　　　　　　課題の解決に向けたスキーム（企画）の構築

18の柱との関係

・認知症サポーター養成講座の拡大実施
・地域劇団による認知症理解促進活動のメニュー化
・高齢者声かけ訓練マニュアルの作成

● ●

センター職員による運営

運営サポーター養成とメニュー検討

運営サポーターによる運営

町会・自治会の意向確認

出張相談窓口の開催

C
学校との調整開始

居場所などでのイベントの開催

帝京科学大学の訓練視察と内容検討

先進自治体などの視察・調査

各種ツールの情報収集及び利用者への情報提供

栄養士とのベジタベライフ協力店めぐり

居場所及び出張相談窓口での実施

事業者との調整

町自連への働きかけ、事業実施

介護保険課との協議

施設等との協議 交流会実施
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※地域によって、企画は異なる。

モデル事業の企画案＋α

モデル事業の
推進により

地域包括ケアシステムビジョンの
18の柱の各指標を向上させる

訓練の実施及びマニュアルの作成

包 地 専

C
学校のカリキュラムに応じて実施

試験導入

協議の結果に応じて実施

居場所及び出張相談窓口での実施

居場所及び出張相談窓口での実施

課題の洗い出し

メニュー検討

メニュー検討

リーフレットの作成地域栄養士の発掘及びネットワーク化
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居場所での区職員による実施


